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	応用
	抗原情報
	背景
	Stat1転写因子は、多数のリガンドに応答して活性化され、IFN-αおよびIFN-γへの応答に不可欠です。Stat1タンパク質は、Stat1α（91 kDa）とスプライスバリアントStat1β（84 kDa）のペアのアイソフォームとして存在します。ほとんどの細胞では、両方のアイソフォームがIFN-αによって活性化されますが、IFN-γによって活性化されるのはStat1αのみです。Stat1の不適切な活性化は、多くの腫瘍で発生します。インターフェロン（IFN）、サイトカインKITLG/SCF、その他のサイトカイン、およびその他の成長因子に対する細胞応答を媒介するシグナル伝達および転写活性化因子。I型IFN（IFN-αおよびIFN-β）が細胞表面受容体に結合した後、タンパク質キナーゼを介したシグナル伝達により、Jakキナーゼ（TYK2およびJAK1）が活性化され、STAT1およびSTAT2のチロシンリン酸化が起こります。リン酸化STATは二量体を形成し、ISGF3G/IRF-9と会合してISGF3転写因子と呼ばれる複合体を形成し、核内に移行します（PubMed:28753426）。ISGF3はIFN刺激応答配列（ISRE）に結合し、IFN刺激遺伝子（ISG）の転写を活性化します。これにより、細胞は抗ウイルス状態に誘導されます。II型IFN（IFN-γ）に応答して、STAT1はチロシンおよびセリンがリン酸化されます（PubMed:26479788）。その後、STAT1はIFN-γ活性化因子（GAF）と呼ばれるホモ二量体を形成し、核内に移行してIFN-γ活性化配列（GAS）に結合し、標的遺伝子の発現を誘導することで、細胞を抗ウイルス状態に誘導します。KITLG/SCFおよびKITシグナル伝達に応答して活性化されます。活性化された FGFR1、FGFR2、FGFR3、FGFR4 に対する細胞応答を媒介する可能性があります。
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	(1) A431細胞溶解物、(2) EGF処理したA431溶解細胞におけるPhospho-STAT1 (Y701)発現のウエスタンブロット解析。

